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課題 

スムーズに移行しつつ、以前と同等
以上のパフォーマンスを提供できる
コスト効率の高いソリューション
で、クラウド インフラストラクチャ
のコスト上昇を抑制する 

解決策 

競合他社製のインスタンスから 
AMD EPYC™ CPU 搭載の Amazon EC2 
インスタンスに移行 

結果 

AMD EPYC™ 7002 プロセッサは 
ゼンリンデータコムのベンチマーク  
テスト項目の約 80% において、 
競合プロセッサを凌駕 
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AMD + ゼンリンデータコムのケーススタディ 

AMD EPYC™ プロセッサにより、ゼンリンデータコムは 
Amazon EC2 インスタンスのパフォーマンス向上と 
コスト削減を達成 

ゼンリンデータコム、AMD EPYC™ プロセッサを 
活用して地図ソリューションのクラウド  
インフラストラクチャを最適化 

 
ゼンリンデータコムは、地図業界で 70 年以上
の実績を持つ日本の大手企業の子会社です。
企業や消費者が正確で最新の位置情報をベー
スとした十分な情報に基づいて意思決定でき
るよう、高品質のデータとサービスを提供し
ています。ゼンリンデータコムは特に高解像
度の地図情報で知られており、中でも密集市
街地の詳細な住宅地図は宅配便やその他の 
位置情報サービスの効率化に利用されてい 
ます。 

ゼンリンデータコムは地図サービスの重要な
コンポーネントとして、
第 3 世代の AMD EPYC™ 
CPU を搭載した 
Amazon EC2 インスタンス
を使用しています。 
現在、AMD EPYC™ CPU で 
200 以上のサーバー イン
スタンスを実行してお
り、AMD EPYC™ プロセッ
サ搭載インスタンスの特長であるコスト削減
と使いやすさを活かし、地図描画、経路検
索、住所検索、施設検索、ジオコーディング
のエンジンを稼動させています。ゼンリン
データコムは、これらを開発ツールやコン
シューマー向けのスマートフォン アプリ、法
人向けのナビゲーション機能として提供して
います。さらに、同社は AMD EPYC™ CPU 搭載
のインスタンスを使用してサービスの検証、
開発を行い、顧客に個別の検証環境を提供し
ています。 

クラウド運用に影響を与えずに 
コストを低減 
ゼンリンデータコムは、2011 年に Amazon EC2 
インスタンスの利用を開始して以来、クラウ
ド サーバーのフットプリントを着実に増や
し、現在は 4,500 台以上を稼動させています。
ゼンリンデータコムにとって、AWS を利用す
るメリットの 1 つは、オートスケール機能と従
量課金であり、必要に応じてサーバーの台数
を増減させ、使用した分だけ支払うことが可
能です。  

 

また、AWS の利用により、地図データ変換な
ど必要時のみサーバーを起動し、変換処理が
完了したらサーバーを停止するなど、サービ
ス運用の最適化を図ることもできます。 

しかし、AWS は使い勝手が良いというメリッ
トがある一方で、競合他社のインスタンスの
コスト高騰がゼンリンデータコムの課題と
なっていました。そのため、ゼンリンデータ
コムは AMD インスタンスへの移行を開始し、
パフォーマンスの維持または向上とコスト削
減の両立を図りました。「年々増加していた 

AWS のコストを削減する上
で、AMD EPYC™ インスタン
スへの移行は、非常に重要
な決断でした」とゼンリン
データコムでシニア エンジ
ニアを務める水尾千寿氏は
語っています。さらに「私
たちは当初、パフォーマン
スに悪影響が出るのではな

いかと心配していました。しかし、AMD と緊
密に連携した結果、スムーズかつ簡単に移行
することができました。それ以来、私たちは 
AMD EPYC™ CPU を搭載したインスタンス上で
稼動させるマッピング サービスを拡大してき
ました」と語りました。 

水尾氏は「AMD EPYC™ プロセッサ搭載の EC2 
インスタンスを使用するメリットの 1 つは、 
プログラム自体に手を加えずにインフラスト
ラクチャ レイヤーを変更できる点です。その
ため、手作業やプログラムの大きな変更が不
要で、大幅なコスト削減につながります。こ
のような移行のしやすさは、ゼンリンデータ
コムにとって大きなメリットであり、他の企
業にもお勧めできる点です」 

AMD EPYC™ で幅広い地図ソリュー 
ションを展開 
ゼンリンデータコムは、共有インフラストラ
クチャとしてさまざまな地図ソリューション 
エンジンを運用しており、200 個の  
AMD EPYC™ CPU 搭載サーバー インスタンスの
うち 70 インスタンスをミッションクリティカ
ルな地図エンジン専用にしています。さら
に、こうしたインスタンスを使用し、本番環
境への移行前にアプリケーションをテストす
る検証環境を顧客に提供しています。 

「年々増加していた AWS の 
コストを削減する上で、 

AMD EPYC™ インスタンスへの 
移行は、非常に重要な決断でした」 

ゼンリンデータコム、シニア  
エンジニア、水尾千寿氏 
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AMD + ゼンリンデータコムのケーススタディ 

水尾氏は「AMD EPYC™ CPU 搭載プラットフォーム インスタンスには安
心感を抱いています。だからこそ、こうしたサービスを直接お客様に提
供できるのです」と述べています。 

ゼンリンデータコムが AMD プロセッサを搭載したインスタンスで実行
するアプリケーションのうち、最も重要なものが A 地点から B 地点への
最適経路を探索し、最終目的地を特定する経路探索エンジンです。最適
経路を探索する機能は大規模な CPU リソースを必要とするため、ゼンリ
ンデータコムは Amazon EC2 インスタンスを使用して探索エンジンをス
ムーズに実行するために必要な演算リソースを提供しています。「経路
探索エンジンは当社の地図ソリューションに不可欠
です。そこで、AMD EPYC™ プロセッサで構築された 
Amazon EC2 インスタンスを活用して必要な演算リ
ソースを確保しています」と水尾氏は語ります。 

高パフォーマンスと低コストを両立させる 
AMD EPYC™ CPU 搭載 EC2 インスタンス 
AMD 製 CPU を搭載した EC2 インスタンスの技術側面
のうち、ゼンリンデータコムが特に重要視している点は、x86 との互換
性の高さと移行のしやすさです。その特長を活かし、同社はパフォーマ
ンスを犠牲にせずスムーズに新しいプラットフォームに移行することが
できました。移行プロセスをスムーズに進めるためには、同様の仕様を
持つ他のインスタンス ファミリと比較して、同等以上の vCPU、メモ
リ、ネットワーク帯域幅、Amazon EBS 帯域幅を備えている必要があり
ます。そこで、ゼンリンデータコムは AMD EPYC™ プロセッサ搭載イン
スタンスのパフォーマンスを評価するために、UnixBench による一般ベ
ンチマーク テストと、同社の探索エンジンによるパフォーマンス テス
トを実施しました。「第 2 世代 AMD EPYC™ 7002 シリーズ プロセッサ搭
載インスタンスを評価するために、いくつかのベンチマーク テスト項目
を使用しました。その結果、テスト項目の約 80% で AMD は第 2 世代の
競合他社製スケーラブル プロセッサよりも高いスコアを残しました」と
水尾氏は述べます。また、経路探索エンジンの同時接続処理能力も評価
したところ、AMD 搭載インスタンスは競合他社と同等の接続数を処理す
ることができ、応答速度に大きな差がないことも分かりました。 

「結果は明白でした」と水尾氏は語ります。「AMD EPYC™ CPU 搭載 EC2 
インスタンスは、ほぼすべてのベンチマーク テスト項目で高いスコアを
記録しました。しかも、AMD 搭載インスタンスのコストが 10% 低いに
もかかわらず、パフォーマンス テストでは応答速度に大きな差がありま
せんでした」 

スピーディかつクリーンでコスト効率の高い未来 
長期的な戦略の下で技術的な進歩を優先してきたゼンリンデータコムは、
AWS とのパートナーシップと AMD CPU 搭載 EC2 インスタンスを利用し
て、将来の成功に向けて着々と準備を進めています。「AMD EPYC™ プロ
セッサの効果で当社の消費電力、そして業務で発生する CO2 排出量を削減
できると期待しています。日本で CO2 排出削減を重視する中小企業が増え
るにつれ、この特長はますます大きな価値を持つようになるでしょう。当
社がこのプラットフォームを選択したことで、将来的に環境面でのメリッ
トが大きくなることを期待しています」と水尾氏は語ります。 

さらに、同社は 3D 地図などの 3D データの処理に 
AMD  GPU 搭載の Amazon EC2 G4ad インスタンスを利
用することを検討しています。ゼンリンデータコムは
このインスタンスの利用により、ファイル変換時間の
大幅な短縮を期待しています。  

ゼンリンデータコムが AMD EPYC™ プロセッサ搭載イ
ンスタンスを採用したことは、コスト効率と効率に優れた革新的な地図
ソリューションを顧客に提供したいというコミットメントの証です。同
社は、2022 年 12 月に東京リージョンで利用可能になった AMD 第 3 世代 
AMD EPYC™ "Milan" プロセッサ搭載の最新 EC2 R6a インスタンスに AWS 
インスタンスをアップグレードする予定です。「最新の第 6 世代 AMD 
インスタンスにアップグレードすれば、パフォーマンスの大幅な向上と
コスト削減が期待できます」と水尾氏は語っています。 

AMD EPYC™ プロセッサにより 
もたらされるメリットを知る 
サインアップしてデータセンターの 
コンテンツを購読してください 
amd.com/epycsignup 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ゼンリンデータコムについて AWS について 
Amazon Web Services は 2006 年にクラウド  
コンピューティングの IT インフラストラク
チャ サービス提供を開始しました。その結
果、企業は資本インフラストラクチャの先行
投資が不要になりました。また、事業規模に
合わせてコストを変動させることができるた
め、低コストでインフラストラクチャを利用
できるようになりました。現在、Amazon Web 
Services は、信頼性と拡張性に優れた低コスト
のインフラストラクチャ プラットフォームを
クラウドで提供し、世界 190 か国、数十万社の
企業を支えています。2021 年の売上高は 620 
億ドル、従業員数は 4 万人を超え、世界中で 
100 万人以上のユーザーが存在します。詳細に
ついては、aws.amazon.com をご覧ください。 

AMD について 
AMD は 50 年以上にわたり、ハイパフォーマンス  
コンピューティング、グラフィックス、視覚化テク
ノロジーの革新を推進してきました。世界中の何十
億もの人々、フォーチュン 500 のトップ企業、最先
端の科学研究機関は、生活、仕事、遊びを向上させ
るために、日常的に AMD のテクノロジーを活用し
ています。AMD の従業員は、ハイパフォーマンスで
適応性に優れたプロダクトの開発に日々取り組み、
限界に挑戦しています。AMD は現在を見据えなが
ら、未来を形成しています。詳細については、 
AMD (NASDAQ: AMD) のウェブサイト、ブログ、
LinkedIn、および Twitter ページをご覧ください。

「AMD EPYC™ CPU 搭載の EC2 インスタンスを使用するメリットの 
1 つは、プログラム自体に手を加えずにインフラストラクチャ  
レイヤーを変更できる点です。そのため、手作業やプログラムの
大きな変更が不要で、大幅なコスト削減につながります」 
ゼンリンデータコム、シニア エンジニア、水尾千寿氏 

「結果は明白でした。AMD EPYC™ 
CPU 搭載 EC2 インスタンスは、ほぼ
すべてのベンチマーク テスト項目
で高いスコアを記録しました」 

ゼンリンデータコム、シニア  
エンジニア、水尾千寿氏 
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